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１ 目的 

  本研究の目的は、お互いの立場を尊重しつつの共通の理解を、より深いものにするのに情報処

理技術であるオントロジー・メタモデリングの手法を活用することを提案する。 

情報通信の発展と普及にともない、本来は人の生活の為に役立つものとして過去数千年来立てら

れてきた色々な考え方（宗教・イデオロギー・など）には、多くの問題が発生し、人々に困難と難

局と破局そして不安を与えつつある。 

 情報通信の発展と普及は、小は家庭から大は国家・地域まで、あらゆる社会に発展をもたらした

一方で、その発展が、それぞれの異なる社会間の衝突をもたらしている。 

 最終的な目的は、それぞれの異なる社会間の衝突を和らげることであり、できればその先の目標

として、異なる社会間の認識ルールがつくれれば、より望ましい。                    

２ 方法 まず、目的の入り口としての本研究の調査方法は、過去数千年来立てられてきた色々な

考え方を、大きなイベント、例えば大宗教の成立とか、産業革命とかの時代区分と、その時代の心

象風景を代表する数値としての人間集団の大きさを変数としてとらまえてみる。                          

                                                                        

                                                                                       

３ 結果 

  調査分析の結果、数千年前の、例えばギリシア神殿の神への信仰・宗教が成立した時には数千

人超の規模であった心象風景は、現代の大宗教では１０数億人の規模の心象風景まで大きなものと

なっている。インターネットによる情報通信の性向として、仲間うちの理解は進みやすいが、部外

者は拒絶するということがある。したがって、それぞれの抱える集団間の衝突もしばしば大規模な

ものとなってしまっている。インターネットに頼りすぎていると、視野の狭い、自分好みの情報し

か入らなくなり異常な行動に走りがちになる。                                                                                                                             

                                                                                         

４ 結論 

  以上により、異なる社会間の衝突を和らげることの重要性が、一層高まっていることから、ま

ずは日本において、色々な集団社会を対象に、各集団間での合意をうる事例をさぐるのに、情報処

理技術であるオントロジー・メタモデリングの手法の適応を考えてみたい。                                                           
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